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研究委員会では個別テーマ毎の研究会活動とトワイライトサロンや研究委員会フォーラム等のイベン

トを運営しています．2019 年 7月 22 日現在の各研究会活動の活動状況や予定などを掲載しますので，ご

興味のある研究会への参画を是非，お願いいたします． 

 

1．研究会の活動状況 

 

(1) メンタルヘルス研究会 

（主査：前田 英行 日立社会情報サービス） 

月 1 回の定例会と年 1 回のワークショップを中

心に活動中です． 

 

定例会の様子（6 月 18 日） 

＜直近の活動実績＞ 

5 月 22 日：定例会開催（7 名） 

「ソフトウェア紛争事例に学ぶ」(柴垣太郎) 

「紛争事例に学ぶ，IT ユーザの心得」（翔泳社）

から事例を取り上げながら，紛争をなくす工夫

や技術者のモチベーションをアップさせる方法

について話し合いをしました．また民法改正の

システム開発への影響点を確認しました．裁判

では技術的な良否（良い作りか否か）は争点に

は成らず，例えば要件変更を受け入れた場合に

リスクやスケジュールへの影響を相手にきちん

と伝えたか，エビデンスを残すことの方が重要

等，実践的なノウハウを学ぶここができました．

またそのために，いい人を脱出してデキる人に

なるメンタル管理術を学びました（日経 Woman 

Online「いい人」に未来はない）． 

 

6 月 18 日：定例会開催（8 名） 

「Mindfulness」（橋本春彦） 

話題のマインドフルネスについて学習をしま

した．マインドフルネスの実践例として，１分間

呼吸，マインドフル観察（部屋にあるものを１分

間じっくり観察すること），感謝の時間を持つこ

と，などが紹介されました． 

心の平静を保つのが難しいときに使えるマイ

ンドフルネス救急セットは，4月の定例会で観た

TED トークの動画，ガイ・ウィンチの「感情に

も応急手当が必要な理由」でも話題になった「心

の救急箱」に似たアイデアだと思います．マイン

ドフルネスは個人で自分のストレス耐性を上げ

られる方法です． 

 

「マインドセット『やれば出来る』の研究」（角田

文広） 

マインドセットとは，経験，教育，先入観など

から形成される思考様式，心理状態のことです．

マインドセットには，才能は変化しない，ひた

すら自分は有能だと思われたい「硬直マインド

セット」と，才能は磨けば光る，ひたすら学び続

けたいと思っている「しなやかなマインドセッ

ト」があります．最近好きな TV 番組で，有名な

スポーツ選手が若い頃どうしても勝てなかった

のに，大人になって消えてしまった人と，その

有名選手の差はどこにあったかを比較する番組

があります．勿論，ケガが原因のこともありま

すが，マインドセットが違ったのではないかと

思われるケースも多々あります． 

自分のマインドセットを意識することで，

人は変わることができるようです． 



 

＜今後の活動予定＞ 

9 月 17 日：定例会開催予定 

10 月 15 日：定例会開催予定 

【詳細問合せ先】pmmh_all@googlegroups.com 

 

(2) 人工知能（AI）と統計モデル研究会 

（主査：梶山 昌之 ワイハット） 

当研究会は人工知能（AI）と統計モデルをプロ

ジェクトで活用するための研究を行います．現時

点の学習・研究テーマとしては以下の 5 つになり

ます． 

① ディープラーニング研究 

② AI プロジェクト研究 

③ Python の学習と活用 

④ 統計モデルによる分析と予測 

⑤ R 言語の学習と活用 

今年は 1月から 7月までの間に延べ 80名が会合

に参加しました．また，5/21（火）には AI 有識者

による講演と研究会メンバーによる学習と研究の

成果を発表するためのセミナー（AI 活用セミナー

2019）を開催しました． 

ディープラーニング研究は，自然言語処理の学

習を 8 月中に完了し，9 月からは AI のライブラリ

ーである TensorFlow の活用について，学習と研究

を行います．この技術により AI の実装が簡単にな

ります．以下の図はアスリートの体格（身長と体

重）からアスリートの種類（騎手，男子バスケット

ボール，力士）を判別するニューラルネットワー

クの例ですが，この分析には TensorFlow を用いて

います． 

 

 

図 1  アスリート判別のニューラルネットワーク 

 

本研究会に参加するメンバーの興味は，人工知

能の理論から，プロジェクト開発への応用まで

様々です．そこで，複数の分科会による少人数で

の活動を行っています． 

 

＜直近の活動実績＞ 

5 月 28 日：AI プロジェクト研究（4 名） 

6 月 4 日：ディープラーニング研究（10 名） 

7 月 2 日：AI プロジェクト研究（9 名） 

7 月 16 日：ディープラーニング研究（7 名） 

＜今後の活動予定＞ 

8 月 19 日：ディープラーニング研究 

8 月 22 日：AI プロジェクト研究 

9 月 3 日：定例会 

9 月 25 日：定例会 

10 月 8 日：定例会 

10 月 22 日：定例会 

 

定例会は 2 回／月（原則として第 2 火曜日と第

4 火曜日（18:30～20:30）に開催しています．ただ

し，毎回，発表者，参加予定者，会場の都合を反映

して，開催日程を調整しますので，予定が変更に

なる場合があります．当研究会では参加者のスキ

ルに合わせた運営を行っていますので，AI または

統計が初めての方も気軽にご参加ください． 

【詳細問合せ先】kajiyama@yhat.co.jp 

 

(3) PM 人材育成研究会 

（主査：黒木 弘司） 

PM 人材育成研究会では，引き続きステークホル

ダーマネジメントについての議論を行っています． 

6 月と 7 月の定例会では，銀行におけるシステ

ムトラブルの事例研究を継続して行いました． 8

月の定例会では，事例研究で検討された結果を基

に，今後フォーカスすべきテーマの検討を行う予

定です． 

＜直近の活動実績＞ 

6 月 19 日：定例会（4 名） 

7 月 3 日：定例会（4 名） 

＜今後の活動予定＞ 

8 月 7 日：定例会 

9 月 4 日：定例会 

10 月 2 日：定例会 

11 月 6 日：定例会 

【詳細問合せ先】pmcom2016@freeml.com 

 

(4) リスク・マネジメント研究会 

（主査：木野 泰伸 筑波大学） 

本研究会では，プロジェクト・リスクに関する

研究を行っています．昨年度は，若手 PM 向けリ

スク・マネジメント研修を開発・実施いたしまし
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た．また，実施したリスク・マネジメント研修の結

果をもとに，テキストマイニングによる分析を行

い，受講者の属性とリスクの識別方法や観点の変

容との関係，今後の研修開発に関して得られた示

唆について，2019 年度春季研究発表大会にて発表

いたしました（黒木ら, 2019）．現在，秋からの活動

計画を作成し，次の発表に向けて準備中です． 

＜今後の活動予定＞ 

8 月 28 日 定例会を開催予定 

9 月 18 日 定例会を開催予定 

10 月 23 日 定例会を開催予定 

【詳細問合せ先】pmkenkyu@spm-hq.jp 

 

(5) ソーシャル・プロジェクトマネジメント研究会 

（主査：河合 輝欣 ユー・エス・イー） 

ソーシャル PM の体系化を目指して，社会の基

盤情報システムとしての官公庁プロジェクト等に

焦点を当てて研究会を行っています． 

現在，当研究会では，社会インフラプロジェク

トの事例研究として，総務省の「ICT 街づくり」や

東日本大震災の復旧・復興の街づくりを研究テー

マとし，ICT プロジェクトマネジメントの視点か

ら，知見・知識の集積を行い，知識や理論の体系化

を試みています． 

体系化の一環として，街づくりプロジェクトの

導入・展開における基本的な考え方や留意事項を

取りまとめたガイドラインを作成中です． 

＜今後の活動予定＞ 

8 月末：定例会開催予定 

10 月末：定例会開催予定 

【詳細問合せ先】 yamamotot@nttdatacs.co.jp（山本） 

 

(6) フロネシス PM（知恵ある実践）研究会 

（主査：中村 太一 国立情報学研究所） 

フロネシス PM（知恵ある実践）研究会は，暫定

的に隔月の例会開催となっています． 

今年後半は，リーダーシップをテーマに“世界

に通用する日本型プロジェクト・リーダーシップ

はあるのか？”をテーマにリーダーシップと文化

について，隔月の第 2 木曜日に開催しています. 

6 月 13 日の例会では，5 月にアイルランドで開

催された PMIのヨーロッパのコングレスの発表の

一つ，“なぜ女性の方がプロジェクトマネジャーに

向いているか”を題材に，共感，傾聴，縦よりも横

のつながり，コーチングによるメンバーの育成な

ど女性の特性とされるものが，今のプロジェクト

マネジャーに求められているのではないか，につ

いて活発なディスカッションを展開しました．昨

今のプロジェクトの多様なステークホルダーをエ

ンゲージの状態にするには，女性でも男性でも人

間関係スキルの醸成が大事であるとの結論になり

ました． 

＜今後の活動予定＞ 

8 月 8 日：例会を開催予定 

 「DX 時代のリーダーシップ」予定 

10 月 10 日：例会を開催予定 

 「リーダー育成の日本の課題」予定 

【詳細問合せ先】pmkenkyu@spm-hq.jp 

 

2． その他 

 

活動中の研究会への参加希望や，新規研究会の提

案に関する問合せは，下記までご連絡をお願いし

ます． 

【問合せ先】pmsocietystudy@googlegroups.com 

研究委員会 委員長   黒田 恭司 

研究委員会 副委員長  岡田 公治 
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